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元号 年 西暦 年齢 事　　項
道光 12 1832 1 安徽省懐寧県の官署で生まれる。父・趙仁基，44歳。母・方蔭華，31歳。
14 1834 3 趙仁基，山西省平陽府知府に昇進。
15 1835 4 入塾する。
16 1836 5 趙仁基，江西省南贛兵備道に昇進。
21 1841 10 趙仁基，湖北按察使に任命されるが，53歳で亡くなる。方氏は家族を連れ
て常州に戻る。
22 1842 11 宜興に住む。
24 1844 13 はじめて童試を受験。
28 1848 17 鄧夫人（＝南陽君）を娶る。
29 1849 18 省試を受けるが失敗。六姉の夫・陳鍾英が挙人になる。
30 1850 19 長男・克昌（のちに実と改名）が生まれる。
咸豊 1 1851 20 ふたたび省試を受けるが失敗。方氏とともに常州の旧宅に転居。長女・柔が
生まれる。
2 1852 21 みたび省試を受けるが失敗。科挙をあきらめる。
3 1853 22 陳鍾英が浙江省富陽県の知県となる。
4 1854 23 次女・荘が生まれる。
5 1855 24 南昌で軍隊を指揮していた曾国藩が，趙烈文を招聘する。
6 1856 25 方氏が亡くなり，常州に戻る。
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7 1857 26 服喪で家居。
8 1858 27 日記（のちに能静居日記と名付ける）を書き始める。陳鍾英，湖州府安吉県
に転任。
9 1859 28 蘇州府呉県木瀆鎮に転居。
10 1860 29 娘・苕生，生まれる。太平天国の戦火を逃れ，太倉直隷州崇明県に居住。
11 1861 30 安徽省池州府東流県に行き，曾国藩に会う。曾国藩により保挙。
同治 1 1862 31 安徽省安慶府で曾国藩の幕府に留まる。四姉の夫・周騰虎，亡くなる。娘・
苕生亡くなる。県丞に保叙。
2 1863 32 次男・寛が生まれる。曾国荃により保挙。江蘇知県に任命。
3 1864 33 浙江知県に改められる。官軍が南京を陥落させ，太平天国が滅亡。花翎直隷
州に保叙。安慶から南京に転居。




6 1867 36 忠義局を辞め，両江総督に帰任した曾国藩のもとに行く。この年，毎日のよ
うに曾国藩と語り合う。
7 1868 37 曾国藩，直隷総督に任命される。常熟にもどる。妾・李姫（阿娥）をいれる。
8 1869 38 長男・実が六姉の娘・陳氏と結婚。曾国藩により直隷省保定府に呼ばれる。
磁州に着任。
9 1870 39 家族を磁州に迎えるが，李姫が旅の途中で亡くなる。天津教案おこる。曾国
藩は両江総督に異動。
10 1871 40 磁州を解任される。趙州の事件にあたる。保定府で通志局分纂になる。
11 1872 41 易州に着任。曾国藩が亡くなる。長女・柔が方恮と結婚。
13 1874 43 皇帝一行が西陵参拝のために易州を通過。鄧夫人ら常熟に戻る。
光緒 1 1875 44 次女・荘が方恒と結婚。易州を去る。常熟に戻る。四姉が亡くなる。
2 1876 45 『常州観荘趙氏支譜』が完成。
3 1877 46 妾・馮氏（阿酥）をいれる。
4 1878 47 長女の婿・方恮が保定の志局で亡くなる。長女・柔があと追い自殺をする。
5 1879 48 馮姫が娘・穠（じょう）を生む。
6 1880 49 兄・趙煕文が亡くなる。陳鍾英が亡くなる。
7 1881 50 静圃に家を増築して，兄の遺族を迎える。
8 1882 51 馮姫，2人目の娘を生む。次男・寛が鄧公武の次女と結婚。六姉が亡くなる。
9 1883 52 妾・俞姫（黛娟）をいれる。
10 1884 53 俞姫の妹（小鶯）を常熟の家に住まわせる。
12 1886 55 静圃が完成する。
15 1889 58 俞姫の妹を妾（春晥）とする。この年 6月 20日で日記が終わる。この後数
年は多病であった。














































































































　同治 8（1869）年 6月 21日の『日記』に「族譜第三，写訂，終わる」（1262頁）との記述
がある。磁州に赴任する以前，保定府にいたときである。同治 13（1874）年 4月 15日には，
「家譜が完成。陳氏嫁（長男・実の妻，引用者）に渡して南に持ち帰らせて，息子の実から
族人たちに送り，確認してもらってから刊行するつもりである」（1602頁）と書かれている。
易州を去る日も近いと考え，家族を常熟に帰し始めた頃である。光緒 2（1876）年 12月 20
日，45歳のときの『日記』には「集印『族譜』18巻がこの日に完成した。10年余りの願い
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が実現し，ほっとした」（1783頁）と安堵の思いが綴られている。官を辞し，常熟で隠遁生
活をはじめて間もなくの頃である。「支譜」は，光緒 3（1877）年 1月から 2月にかけて，
兄・趙煕文をはじめ一族の者たちに配られた（1792頁）。
〈注〉




















































治 2年 10月にも一度墓碑文を依頼している（700頁）が，同治 6年 9月 16日に「悔廬公（＝趙
仁基，引用者）の行状をもって，滌師（＝曾国藩，引用者）のところにうかがって，墓前の石碑
を書いてくださるようお願いする」（1113頁）と書かれ，翌同治 7年 10月 13日に受け取ったと
いう記述がある（1217頁）。




6. Zhao-Liewen and his diary Nengjinju-riji
 This section focuses on the life of Zhao-Liewen （1832-1893） who was the editor of 
Changzhou Guanzhuang Zhao-shi zhipu （the genealogy of Zhao family）, the main mate-
rial of this article. Zhao-Liewen, the son of Zhao-Renji, was a member of the Taiyuan-
gong branch. After failing in the Provincial - examination, Zhao-Liewen became a staff 
member of the army headquarters for the battles against the Taiping Rebellion and en-
joyed Zeng-guofan’s favor, which raised him to the position of Department Magistrate 
of Cizhou and Yizhou successively in Metropolitan Area. After serving for several 
years, he resigned from the official service. Thereafter, Zhao-Liewen, being free from 
burdens of official work, lived a country life as gentry in the residence he purchased in 
Changshu County of Suzhou Prefecture. His diary Nengjinju-riji, which he wrote regu-
larly from 1858 to 1889, vividly reveals us various aspects of the social life of the times.
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